
豊田市地域生活意思決定支援事業のモデル実施事前説明会の素案について

【対象】 青・・・社協から、とよた市民後見人バンク登録者に呼びかけ
赤・・・豊田市から、個別に呼びかけ

【日時】 令和４年９月２６日（火）１３：３０～１６：００

【内容】
１ 全体報告 20分
・ ワーキング第1回の資料などを用いて概要説明。

２ イメージを形成するための寸劇 20分
・ しくみがあるとき、ないときの違いを中心に、Aさんの例等を用いて作成。
・ 3分～5分（寸劇＋ミニ解説）×3～4場面。
・ 金銭管理に困りごとを抱えた人に、意思決定支援サポーターがいない場合にどうなるかというシナリオ。

３ それぞれの役割の説明 全体で50分（10分休憩含む）
○ 赤の事業者グループ・・・事務局＋WGメンバー（豊田市）進行

① 構想を中心に「やってもらいこと」「気を付けてほしいこと」などのポイントをまとめたペーパー等を配布し、説明。
② フローチャート（スケジュール感がわかるもの）はあってもよい（細部にわたる様式等の説明は行わない。）。
③ 質疑

○ 青のサポーターグループ・・・事務局＋WGメンバー（豊田市）進行
① 構想を中心に「やってもらいこと」「気を付けてほしいこと」などのポイントをまとめたペーパー等を配布し、説明。
② フローチャート（スケジュール感がわかるもの）はあってもよい（細部にわたる様式等の説明は行わない。）。
③ 質疑

４ 全体報告（緑）20分
・ 事務局＋WGメンバー（豊田市）から説明。
・ 緑の関係者が、青、赤のグループで出された意見を聞けるように工夫する。
・ 緑から、赤・青へのお願い。
・ 緑ができることについての提案、連絡方法。

５ プロジェクトメンバーの思いを語る時間 30分
・ WGメンバーに登壇してもらい、これまでの議論で盛り上がったテーマ等を取りあげて、意見をのべてもらう。

例）・ なんでこのプロジェクトが始まったのか。
・ それぞれの支援者の思いは？
・ 本人視点で見たときにどうか。

６ 今後のスケジュール、事務連絡等 10分 1



第１回豊田市地域生活意思決定支援プロジェクト全体委員会

【日時】 令和４年１０月７日（金）１０：００～１２：００

【開催】 豊田市福祉センター＋オンライン（傍聴可）

【委員予定】 市民（障がい者の親・親族後見人）、NPO法人（ピアサポート）、

介護保険・障がい福祉サービス事業所、豊田市社会福祉協議会、

弁護士、学識・有識者（地域福祉関係、意思決定支援関係)、豊田市 など

【議事予定】

１ 豊田市地域生活意思決定支援事業について

（青のサポーター、赤の事業者、緑の委員会のモデルケース開始時の役割など）

２ 本事業の評価について

３ 広報・啓発活動について

2


